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県
身
連
の
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

と
収
支
予
算
が
、
理
事
会
並
び
に
評
議

員
会
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
の
事
業
予
算
額

は
、
七
千
四
百
九
十
九
万
一
千
円

で
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と

二
百
八
十
三
万
七
千
九
百
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
理
由
は
、

神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

費
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
派
遣

費
が
減
額
し
た
た
め
で
す
。
毎
年
開
催

地
が
違
う
た
め
、
開
催
地
へ
の
ア
ク
セ

ス
等
で
今
後
も
増
減
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
逆
に
、
同
じ
理
由
で
増
額
し
て
い

る
の
が
日
身
連
大
会
参
加
費
で
す
。
こ

れ
も
毎
年
開
催
地
が
違
う
た
め
増
減
が

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
日
身
連
福
祉

大
会
は
群
馬
県
で
開
催
す
る
こ
と
も
あ

り
、
関
東
圏
で
開
催
の
場
合
は
、
負
担

金
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
日
身
連
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
が
、
神
奈
川
県
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
増
額
し
て
お
り
ま

す
。
部
会
活
動
費
の
減
額
に
つ
い
て

は
、
県
身
連
会
費
を
部
会
活
動
費
に
充

て
て
い
る
た
め
、
肢
体
・
視
覚
・
聴
覚

の
三
部
会
と
も
に
各
九
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

県
身
連
の
平
成
三
十
年
度
の
事
業
活

動
は
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

次
の
方
針
の
も
と
に
進
め
ま
す
。

　

一
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、
予
算

の
的
確
か
つ
効
率
的
な
執
行
を
図
り
、

地
域
団
体
と
連
携
を
強
化
し
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
・
精
神

障
害
者
に
向
け
た
各
種
事
業
を
行
う
。

　

二
、
二
〇
二
〇
年
に
向
け
て
、
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
新

規
会
員
の
獲
得
を
目
指
す
。
ま
た
、
当

連
合
会
の
自
主
財
源
に
つ
い
て
は
、
経

費
の
節
減
を
進
め
な
が
ら
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の
自
主
的
、

積
極
的
な
参
加
の
も
と
に
法
人
の
目
的

達
成
に
努
め
る
。

　
　
平
成
三
十
年
度 

事
業
計
画 

並
び
に 

収
支
予
算
決
ま
る

№ 事　業　科　目 本年度予算 増　　減
1 管　理　費 230,000 ▲70,000
2 人　件　費 680,000 ▲760,000
3 会　議　費 170,000 ▲30,000
4 負　担　金 165,000 0
5 雑　　　費 50,000 0
6 管 理 諸 費 400,000 ▲300,000
7 地域団体組織強化費 60,000 0
8 広報活動費 1,140,000 0
9 身体障害者福祉推進活動費 45,000 0
10 部会活動費 900,000 ▲270,000
11 日身連大会参加費 560,000 270,000
12 相談事業費 40,000 0
13 体育振興費 210,000 ▲40,000
14 福祉大会費 1,150,000 0
15 社会参加推進センター事業運営費 12,195,000 0
16 神奈川県障害者スポーツ振興事業費 36,239,000 ▲1,913,000
17 音声機能障害者発声訓練事業費 1,495,000 0
18 県障害者スポーツ大会開催費 2,702,000 129,000
19 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 6,575,000 146,100
20 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 0
21 県精神障害者スポーツ大会開催事業 4,290,000 0
22 県障害者スポーツサポーター養成事業 1,995,000 0

合　　　計 74,991,000 ▲2,837,900

平成30年度神奈川県身体障害者連合会事業予算

□ 平成 30 年度事業計画並びに収支予算決まる
□ 災害リーフレットについて
□ 二人だけの会津の旅（秦野市）
□ 我が町から（相模原市）
□ 第 12 回神奈川県障害者スポーツ大会開幕
□ 第 18 回全国障害者スポーツ大会「福井しあわせ元気大会」

□ 県視覚障害者福祉協会七十周年記念式典のご案内
□ さんぽみち（横須賀市）
□ みんなの広場（茅ヶ崎市）
□ パラリンピックを生きがいにする我が子
□ 県身連事業予定（４月～７月）
□ 編集室から
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　昨年春、県身連聴覚部会である神奈川県聴覚障害
者協会を含む関係 7団体からなる「聴覚障害者災
害対策神奈川県域本部（以降は、「災害対策本部」
と呼びます。）」では、地域の民生委員及び自治会の
方に、聴覚障害者や盲ろう者への理解を深めていた
だき、災害時での聴覚障害者や盲ろう者への対応方
法を知っていただくために、A3両面刷りの「聴覚
障害者災害リーフレット」を作成し、県域の主な市
町の民生委員、自治会役員などに配布しました。
　この聴覚障害者災害リーフレットを作成、配布し
た経緯について記したいと思います。
　まず、災害対策本部は、2011年の東日本大震災
をきっかけに、災害時における県域の被災聴覚障害
者の支援を行うことを目的に、神奈川県聴覚障害者
協会を中心として立ち上げられました。
（※構成団体はリーフレットでご確認ください。）
　この災害対策本部において、災害時における聴覚
障害者や盲ろう者の救援体制、被災した聴覚障害者
や盲ろう者の支援体制などについての学習、協議を
重ねるとともに、次のような活動を行ってきました。

〇安否確認行動訓練、報告会
〇 市町村の聴覚障害者の災害対応アンケート実施、
報告会
〇東日本大震災被災地訪問

　その中で、災害時に一番困ることは、災害発生時
や避難所での生活などにおいて、聴覚障害者や盲ろ
う者が必要な情報を得ることができないことと、周
囲とのコミュニケーションが困難なために孤立して
しまうことであることがわかりました。このような
問題が起きる大きな原因は、地域の人たちが聴覚障
害者や盲ろう者の存在を知らず、また理解が不足し
ていることにあります。
　この問題を少しでも解決するためには、まず災害
発生時に地域の住民の支援を担うことになる民生委
員、自治会役員に、聴覚障害者や盲ろう者への理解
を深めていただき、災害時での聴覚障害者や盲ろう
者への対応を知ってもらうことが必要であると考
え、これらのことについてわかりやすくまとめたリ
ーフレットを作成、配布することを決めました。
　昨年春、これを１万部印刷し、市町の福祉課の協
力を得て、民生委員、自治会役員などに配布、説明
を行いました。読んでくださった方からは「これま
で聴覚障害者や盲ろう者の事を知らなかったので、
いい勉強になった。」「聴覚障害者や盲ろう者にどのよ
うにして支援すればいいのかよくわかった。」などの
声をいただき、かなり効果があったと考えています。
　今後も引き続いて、私たちのことを理解してもら
い、平常時はもちろん、災害が起きた時でも安心し
てお互いに助け合いながら生活できる地域社会を作
っていきたいと思います。

※災害リーフレットは以下のURL からダウンロードできます。
　http://www.kanagawa-wad.jp/asset/00032/info_a/20170513_saigai_leafl et.pdf

災害リーフレット表 災害リーフレット裏
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秦
野
市
　
藤ふ

じ

た田
　
健け

ん

じ二

　

会
社
を
退
職
し
た
記
念
に
女
房
と
二

人
旅
を
計
画
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
企
画
す
る

各
種
コ
ー
ス
の
中
か
ら
鉄
道
、
バ
ス
、

旅
館
の
組
合
せ
で
ビ
ュ
ー
バ
ス
で
行
く

五ご
し
き
ぬ
ま

色
沼
＆
会
津
二
日
間
の
旅
を
選
び
応

募
し
ま
し
た
。
季
節
は
夏
。
薄
れ
ゆ
く

記
憶
の
中
に
今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い

ま
す
。
行
程
一
日
目
、
東
北
新

幹
線
で
東
京
を
出
発
し
福
島
に

到
着
。
迎
え
て
く
れ
た
の
が

赤
・
黄
色
の
派
手
な
大
型
バ
ス

で
、
ま
た
乗
客
が
我
々
夫
婦
の

二
人
だ
け
と
い
う
今
ま
で
に
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
二
人
だ
け

の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
何
は

と
も
あ
れ
バ
ス
は
ス
タ
ー
ト

し
、
最
初
の
目
的
地
吾
妻
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
経
由
五
色
沼
に
到
着
し
、

早
速
、
瑠
璃
沼
、
毘
沙
門
沼
、
弁
天
沼

な
ど
変
化
の
あ
る
自
然
探
勝
路
を
散
策

後
、
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
休
憩

後
、
野
口
英
世
記
念
館
へ
。
こ
こ
は
故

人
の
遺
徳
遺
業
と
生
家
の
保
存
目
的
で

建
造
さ
れ
た
も
の
。
次
に
見
学
し
た
コ

ー
ス
外
の
「
世
界
の
ガ
ラ
ス
館
」
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
世
界
の
誇
る
数
々

の
ガ
ラ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
堂
に
集

め
展
示
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
の
無
限
の
美
の

世
界
を
体
験
、
ま
た
ガ
ラ
ス
な
ら
で
は

の
光
を
通
す
透
明
な
美
し
さ
は
私
た
ち

の
心
を
魅
了
し
ま
し
た
。
次
の
コ
ー
ス

の
会
津
村
へ
移
動
し
散
策
す
る
。
こ
こ

は
六
万
坪
の
大
庭
園
の
中
に
会
津
慈
母

大
観
音
像
を
は
じ
め
曲
り
家
、
三
重

塔
、
巨
大
釈
迦
横お
う
が臥
像
等
々
見
学
し
、

一
日
目
の
行
程
が
終
了
と
な
り
ホ
テ
ル

へ
。
食
事
と
温
泉
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し
大
お
お
う
ち
じ
ゅ
く

内
宿

へ
。
こ
こ
は
茅か
や
ぶ
き葺
の
家
並
み
を
残
す

重
要
伝
統
的
建
造
物
保
存
地
区
を
時
間

の
許
す
限
り
散
策
し
ま
し
た
。
次
に

飯い
い
も
り
や
ま

盛
山
へ
。
有
名
な
「
白
虎
隊
十
九
士

の
墓
」
を
見
学
し
、
休
む
暇
も
な
く

鶴つ
る
が
じ
ょ
う

ヶ
城
へ
移
動
し
見
学
。
こ
こ
は
日
本

各
地
の
お
城
と
同
様
そ
の
地
方
に
残
さ

れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
展
示
公
開
す

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
次
の
コ
ー
ス

は
会
津
酒
造
歴
史
館
、
会
津
名
宝
館
を

見
学
し
、
更
に
楽
市
通
り
を
散
策
し
城

下
町
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

帰
り
は
郡
山
か
ら

新
幹
線
に
乗
り
一

路
我
が
家
へ
。

相
模
原
市
　
吉よ
し
は
ら原

　
君き

み

こ子

　

ま
だ
皆
さ
ん
の
記
憶
に
新
し
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
「
第
九
十
四

回
箱
根
駅
伝
」
で
、
四
年
連
続
四
度
目

の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
青
山
学
院
大

学
は
、
相
模
原
市
の
誇
り
で
す
。
青
学

の
選
手
の
活
躍
が
、
地
域
の
子
供
達
に

と
っ
て
身
近
に
頑
張
っ
て
い
る
先
輩
が

い
る
事
は
、
心
強
く
夢
を
与
え
て
く
れ

る
大
き
な
存
在
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

時
が
一
番
寒
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の

時
期
二
月
に
、
韓
国
平ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
昌
で
行
わ
れ
た

「
第
二
十
三
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技

大
会
」
に
は
、
十
六
歳
の
戸と
つ
か塚
優ゆ
う
と斗
さ

ん
が
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ハ
ー
フ
パ
イ
プ

に
、
そ
し
て
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
シ
ョ

ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
に
斎さ
い
と
う藤
仁ひ
と
み美
さ
ん
が
相

模
原
市
か
ら
出
場
。
若
き
二
人
の
若
者

の
夢
の
大
舞
台
で
す
。「
頑
張
っ
て
」
と

心
か
ら
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

現
在
上
映
中
の
オ
ー
ル
相
模
原
ロ
ケ

（
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
）
の
映
画
「
ホ
ぺ

イ
ロ
の
憂ゆ
う
う
つ鬱
」
で
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３ス
リ
ーク

ラ
ブ
の
ビ
ッ
グ
カ
イ
ト
相
模
原
の
選
手
、

森も
り

陽よ
う
す
け介
を
演
じ
て
い
る
郭か
く

智と
も
ひ
ろ博
さ
ん
も

相
模
原
出
身
で
す
。
映
画
で
見
せ
て
く

れ
て
い
る
「
輝
」
は
、
私
達
市
民
の
胸

に
届
い
て
い
ま
す
。

　

我
が
相
模
原
市
は
人
材
の
宝
の
豊
富
。

し
か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
悲
し
い
出

来
事
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
」
事
件
で

多
く
の
障
害
者
が
傷
つ
き
落
ち
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
が
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

も
あ
り
ま
し
た
。
相そ
う
し
ん
れ
ん

身
連
会
長
の
小こ
い
で出

庄し
ょ
う
さ
く
作
さ
ん
の
写
真
が
「
第
三
十
二
回
障

害
者
に
よ
る
書
道
・
写
真
全
国
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
神
奈

川
県
内
で
唯
一
全
国
上
位
十
人
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
私
達
障
害
者
に
勇
気
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
嘆
く
の
で
は
な

く
、
今
、
出
来
る
事
に
挑
戦
し
て
、
明

る
く
楽
し
く
人
生
を
生
き
て
行
こ
う
と

思
い
ま
し
た
。

 
二
人
だ
け
の
会
津
の
旅

 

我
が
町
か
ら

市 町 村 の ペ ー ジ

沿道の声援に応えるオープンカー上の
原監督と吉永主将

（相模原市中央区淵野辺にて）
読売新聞  写真引用

思
い
ま
し
た
。

沿道の声援に応えるオープンカー上の

下
町
を
心
行
く
ま
で
堪
能
し
ま
し
た
。

三重塔



 
第
十
二
回 

神
奈
川
県
障
害
者

　
   

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
幕

神
奈
川
県
視
覚
障
害
者

  

福
祉
協
会
七
十
周
年

    

記
念
式
典
の
ご
案
内

 

第
十
八
回 

  

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

  

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
大
会
」
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平
成
三
十
年
度
の
県
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
、
四
月
八
日
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
・
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
を
皮
切
り

に
開
幕
し
、
四
月
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
陸
上
知
的
、
五
月
の
陸
上
身

体
、
六
月
の
卓
球
・
Ｓ
Ｔ
Ｔ
競
技
会
、

七
月
の
水
泳
と
続
き
ま
す
。
こ
の
大
会

は
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の

派
遣
選
手
候
補
者
の
選
考
を

兼
ね
た
県
内
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
で
す
。
（
選
考
に
つ

い
て
は
下
記
参
照
）

　

五
月
の
陸
上
競
技
会
ま
で

の
申
込
み
は
締
切
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、卓
球
・
水
泳
競

技
会
に
は
間
に
合
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

● 

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
競
技
会

　
期
日
　
六
月
十
日
（
日
）

　
会
場
　
寒
川
総
合
体
育
館

　
申
込
　
四
月
二
十
三
日
（
月
）
ま
で

● 

水
泳
競
技
会

　
期
日
　
七
月
八
日
（
日
）

　
会
場
　
さ
が
み
は
ら
グ
リ
ー
ン
プ
ー
ル

　
申
込
　
五
月
十
四
日
（
月
）
ま
で

　

平
成
三
十
年
度
の
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
福
井
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

神
奈
川
県
か
ら
の
派
遣
人
数
は
昨
年

と
同
規
模
の
四
十
四
名
の
派
遣
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
競
技
の
出
場
種
目
は
、「
ボ
ウ
リ

ン
グ（
知
的
）」、「
ア
ー
チェ
リ
ー（
身
体
）」、

「
Ｆ
Ｄ（
身
・
知
）」、「
陸
上（
身
・
知
）」、

「
卓
球・Ｓ
Ｔ
Ｔ（
身・知
）」、「
水
泳（
身・

知
）」で
す
。

　

代
表
選
手
の
派
遣
選
考
に
つ
い
て

は
、
各
市
町
村
福
祉
主
管
課
か
ら
の
推

薦
及
び
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
結
果
を
基

に
選
考
し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
Ｆ
Ｄ
・
陸
上
に
つ
い

て
は
三
十
年
度
の
成
績
を
参
考
に
し
、

卓
球
・
Ｓ
Ｔ
Ｔ
・
水
泳
に
つ
い
て
は
、

二
十
九
年
度
の
成
績
を
参
考
と
し
て
い

ま
す
。
推
薦
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村

福
祉
主
管
課
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
派
遣
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
も
、
各

市
町
村
福
祉
主
管
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

神
奈
川
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
は

本
年
五
月
に
設
立
七
十
年
を
向
か
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
下
記
の
日
程
で
記
念
式

典
、
祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

平
成
三
十
年
五
月
三
日
（
木
）

　
　
　

十
三
時
～
十
八
時
三
十
分

会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間

　
　
　

小
ホ
ー
ル

【
第
一
部
　
記
念
式
典
】
　

　

十
三
時
～
十
三
時
三
十
分

一
．
開
会
の
辞

二
．
黙
祷

三
．
主
催
者
挨
拶

四
．
七
十
周
年
の
歩
み
紹
介

五
．
表
彰
状
・
感
謝
状
贈
呈　

六
．
来
賓
祝
辞

七
．
来
賓
紹
介

八
．
出
席
団
体
長
紹
介

九
．
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露

十
．
閉
式
の
辞

【
第
二
部
　
記
念
講
演
】

　

十
三
時
四
十
分
～
十
四
時
四
十
分

〈
テ
ー
マ
〉
視
覚
障
害
者
運
動
の
歴
史

〈
講　

師
〉
笹
川
日
盲
連
名
誉
会
長

【
第
三
部
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】
　

　

十
四
時
五
十
分
～
十
六
時

一
．
筝
曲
演
奏　

京き
ょ
う

春し
ゅ
ん

会か
い

（
八
名
）

二
．
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
演
奏

　
　

山
北
町
宮み
や
ざ
と里
さ
ん
を
中
心
に
五
人

三
．
津
軽
三
味
線
演
奏　

　
　

平
塚
市　

山や
ま
う
ち
よ
し
か
ず

内
善
一
氏

四
．
ピ
ア
ノ
演
奏

　
　

茅
ヶ
崎
市　

藤ふ
じ

野の

喜の
ぶ

子こ

氏

五
．
コ
ー
ラ
ス　

女
性
部
有
志　

【
第
四
部
　
祝
賀
会
】

　

十
六
時
三
十
分
～
十
八
時
三
十
分　

　

会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
隣

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
会
館

一
．
開
会
の
こ
と
ば

二
．
理
事
長
あ
い
さ
つ　

三
．
来
賓
あ
い
さ
つ

四
．
各
団
体
長
あ
い
さ
つ

五
．
乾
杯

六
．
フ
ロ
ア
ー
か
ら
自
由
発
言

七
．
閉
会
の
こ
と
ば

八
．
終
了　
　

十
八
時
三
十
分

事 業 案 内 ・ 報 告
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横
須
賀
市
　
鈴す

ず

き木
　
英ひ

で

お雄

　

階
段
の
な
い
駅
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
駅
を
降

り
る
と
、
す
ぐ
目
の
前
に
海
上
自
衛
隊

と
米
海
軍
の
基
地
が
見
渡
せ
る
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
が
あ
り
、
現
役
の
巨
大
な
艦

船
が
目
の
当
た
り
に
見
え
る
。

　

昨
年
、太
平
洋
戦
争
時
の
旗
艦「
陸む

つ奥
」

の
砲
身
が
移
築
さ
れ
、
そ
の
威
容
に
驚

く
か
も
。

　

公
園
内
に
横
須
賀
港
の
建
設
を
推
進

し
た
幕
末
の
幕
閣
、
小お
ぐ
り栗
上こ
う
ず
け
の
す
け

野
介
と
フ

ラ
ン
ス
人
技
師
、
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
胸
像

が
あ
る
。
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
に
因
ん
で
造
ら

れ
た
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
は
春
と
秋
に
バ

ラ
が
咲
き
誇
り
、
バ
ラ
祭
り
が
あ
る
。

　

公
園
内
か
ら
横
須
賀
港
を
巡
る
遊
覧

船
が
運
航
さ
れ
て
い
て
、
連
日
賑
わ
っ

て
い
る
。

　

そ
の
先
、
米
海
軍
基
地
前
を
通
り
過

ぎ
れ
ば
「
三み
か
さ笠
公
園
」
。
日
露
戦
争
の

戦
艦
「
三
笠
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
艦
内
見
学
可
、
急
な
階
段
あ
り
、
有

料
）

（
寄
り
道
）
東
京
湾
唯
一
の
無
人
島

「
猿さ
る
し
ま島
」
行
の
航
路
が
あ
る
。
猿
島
に

は
戦
争
時
の
砲
台
跡
な
ど
多
く
の
遺
構

が
残
っ
て
い
る
。
（
両
航
路
と
も
障
害

者
割
引
あ
り
）

　

す
ぐ
そ
ば
に
三
浦
半
島
の
新
鮮
な
野

菜
や
魚
介
類
を
販
売
す
る
「
よ
こ
す
か

ポ
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
あ
り
、
お
買

い
物
が
楽
し
め
る
。

　

海
岸
沿
い
を
潮
風
に
ふ
か
れ
て
歩
い

て
行
け
ば
、
日
本
最
初
の
洋
式
灯
台
、

観
音
崎
灯
台
に
た
ど
り
着
く
。（
よ
こ

す
か
一
万
メ
ー
ト
ル
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）

　

最
近
話
題
の
「
ス
カ
ジ
ャ
ン
」
は
、

京
急
汐
入
駅
近
く
の
「
ど
ぶ
板
通
り
」

が
発
祥
地
。
こ
の
付
近
に
は
ご
当
地
グ

ル
メ
「
よ
こ
す
か
海
軍
カ
レ
ー
」
や

「
ネ
イ
ビ
ー
バ
ー
ガ
ー
」
の
お
店
が
数

軒
あ
る
。

茅
ヶ
崎
市
　
戸と

い

だ

井
田
　
愛あ

い

こ子

　

皆
さ
ん
３
Ｂ
体
操
を
ご
存
知
で
す

か
。
３
Ｂ
体
操
と
は
年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
楽
し
め
る
体
操
で
す
。

３
Ｂ
体
操
は
、
「
遊
び
の
要
素
」
「
気

軽
に
」
「
体
に
無
理
な
く
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
で

も
楽
し
め
る
よ
う
に
考
案
さ
れ
た
健
康

体
操
で
す
。
ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル

タ
ー
と
い
っ
た
用
具
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
し
っ
か
り
と
し
た
健
康
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
と
交
流

を
持
ち
た
い
と
考
え
、
地
域
の
中
に

あ
る
松
林
公
民
館
と
月
一
回
３
Ｂ
体
操

の
出
来
る
講
義
室
を
平
成
二
十
八
年
四

月
、
身
障
協
会
と
協
定
を
結
ん
で
貸
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
３
Ｂ
体
操
の

後
は
、
昔
懐
か
し
い
歌
を
ギ
タ
ー
で
演

奏
し
て
下
さ
る
友
人
が
い
ま
し
て
現
在

三
十
名
近
い
人
た
ち
が
青
春
時
代
に

戻
っ
て
楽
し
く
唄
っ
て
い
ま
す
。

 
横
須
賀
の

      
近
代
歴
史
を
巡
る

 

３
Ｂ
体
操
で
障
害
者
・

    

高
齢
者
と
笑
顔
の
交
流

軒
あ
る
。

三笠公園　【戦艦三笠】

ベルタ―ボール

ベル
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南
足
柄
市
　
辻つ
じ
む
ら村

　
敬け

い

こ子   

　

子
供
は
、
パ
ラ
卓
球
選
手
の
辻
村

琢た
く
み光
で
す
。
彼
は
十
歳
の
時
、
骨
の
が

ん
で
あ
る
骨
肉
腫
を
発
症
し
、
右
上
腕

に
人
工
関
節
を
挿
入
し
て
い
ま
す
。
障

害
者
に
な
っ
て
も
運
動
が
好
き
で
、
小

学
校
で
は
体
育
の
授
業
や
運
動
会
に
参

加
出
来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
中
学
校
で

は
、
衝
突
の
際
に
大
事
に
な
る
と
の
理

由
で
、
運
動
全
般
の
活
動
を
禁
止
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
側
と
話
し
合
い
を
重
ね

た
結
果
、
卓
球
部
へ
入
部
出
来
た
の
は

半
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
で
し
た
。
利

き
手
を
変
え
る
為
、
藤
沢
市
の
太
陽
の

家
を
拠
点
と
し
て
い
る
湘
南
卓
球
ク
ラ

ブ
に
入
り
、
パ
ラ
卓
球
を
知
り
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

湘
南
工
科
大
学
附
属
高
校
に
進
学

し
、
皆
と
分
け
隔
て
な
く
練
習
で
き
る

環
境
の
中
で
実
力
を
つ
け
、
二
年
生
の

時
に
日
本
代
表
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
と
し
て
、
健
常
者
か
ら
障
害
者
に

な
っ
た
子
供
に
対
し
、
心
が
元
気
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
笑
顔
が
消
え
な
い
よ
う

に
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
病
気
や
障
害

の
事
を
周
囲
に
隠
し
て
い
た
彼
も
、
今

で
は
自
分
か
ら
話
し
た
方
が
理
解
を
得

ら
れ
易
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
体
育
大
学
卓
球
部
で
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
三
十
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
度
で
平
成
の
年
号
が
代
わ
り
ま
す

ね
。
ど
ん
な
年
号
に
成
る
か
楽
し
み
で

す
。
昨
年
四
月
か
ら
「
身
障
か
な
が

わ
」
編
集
委
員
に
成
り
、
未
だ
一
年
生

で
す
。
始
め
は
私
に
出
来
る
か
？
と
っ

て
も
心
配
で
し
た
。
先
輩
方
に
色
々
教

わ
り
な
が
ら
、
や
っ
と
一
年
終
了
し
二

年
生
に
成
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
先
輩

方
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

障
害
者
権
利
差
別
解
消
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
色
々
な
事
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。
啓
発
活
動
の
必

要
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
様
、
お
身
体
ご
自

愛
下
さ
い
。
そ
し
て

色
々
な
行
事
に
参
加
し

て
下
さ
い
ま
せ
。

編
集
委
員
　
相あ
い
は
ら原
み
ど
り

（
二
宮
町
）

 
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

　
 

生
き
が
い
に
す
る
我
が
子

県身連事業予定

編
集
室
か
ら

＜４月＞
01 日（日）

07 日（土）

08 日（日）
08 日（日）

08 日（日）

15 日（火）

17 日（火）
17 日（火）
21 日（土）

29 日（日）

29 日（日）

＜５月＞
03 日（木）

13 日（日）

15 日（火）
16 日（水）
27 日（日）
31 日（木）
未定

＜６月＞
10 日（日）

11 日（月）
～ 13 日（水）
13 日（水）
～ 14 日（木）
13 日（水）
～ 14 日（木）

＜７月＞
01 日（日）

05 日（木）
～ 06 日（金）
08 日（日）

12 日（木）

　※問い合わせ　電話：045－311－8736
　　　　　　　　　　　045－311－8744

　　　　　　　　　　　　　 [推進センター]

　　　　　　　　 FAX：045－316－6860
　　     http://kanagawa-kenshinren.or.jp

県身体障害者ボウリング大会（身体）
（湘南とうきゅうボウル）

視力青年部・スポーツ部総会
（神奈川ライトハウス）

視力女性部総会（座間市総合福祉センター）
県障害者スポーツ大会ボウリング競技会（知的）

（湘南とうきゅうボウル）
県障害者スポーツ大会アーチェリー競技会（身体）

（県総合リハビリセンター）
県障害者スポーツ大会フライングディスク競技会

（厚木市営及川球技場）
肢体部監事監査　  　　 （県社会福祉会館）
身障かながわ編集委員会（県社会福祉会館）
関東ブロック予選大会ソフトボール競技

（厚木市営及川球技場）
県障害者スポーツ大会陸上競技会（知的）

（城山陸上競技場（小田原市））
視力職業部総会   （平塚市民活動センター）

県視障協 70 周年記念式典　
（ハーモニーホール座間）

県障害者スポーツ大会陸上競技会（身体）
　　　　　      （相模原ギオンスタジアム）
肢体部代議員会　         （県社会福祉会館）
県身連理事会・監査      （県社会福祉会館）
視力部総会　                        （小田原市）
県身連評議員会・新理事会（県社会福祉会館）
社会参加推進協議会      （県社会福祉会館）

県障害者スポーツ大会卓球 ･STT 競技会
　　　　　　　　　      （寒川総合体育館）
全国盲人福祉大会                     （東京都）

第 63 回日本身体障害者福祉大会（群馬県）

肢体女性部教養講座並びに部長会議
（伊豆潮風館）

県視覚障害者福祉大会
（座間市総合福祉センター）

日身連関東ブロック団体長会議   （茨城県）

県障害者スポーツ大会水泳競技会
（さがみはらグリーンプール）

身体障害者高尾山登山               （高尾山）

この会報は、赤い羽根共

同募金の配分を受けて発

行しています。
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